
令和２度新技術導入促進Ⅱ型テーマ トンネル
「ICT等を活用したトンネル(NATM)の出来形計測の効率化手法」

現状

ICT土工ではマシンガイダンスやマシンコントロール技術が広く浸透してきているがトンネル
工事においては、掘削形状、吹付けコンクリート厚、覆工コンクリート厚などの出来形管理を
人力で実施している。そのため施工中の測定や管理が万全ではなく、過不足による手戻り・
手直しなどの修正が発生することも少なくない。

効果

求める
最新技術

画像処理やレーザー計測、通信などのICT技術を活
用したトンネル出来形の可視化技術

画像処理やレーザー計測、通信などのICT技術を用いたリアルタイム可視化技術により、出
来形不足による手戻り・手直しを無くす措置を効率的に実施することで、生産性を向上する。

3Dレーザースキャナ等のセンサーを切羽近傍に
設置し、掘削形状、吹付けコンクリート形状およ
び厚さ、覆工コンクリート厚などをリアルタイムで
可視化する。

可視化イメージ

最新技術の導入イメージ



【機密性２】

令和二年度新技術導入促進Ⅱ型テーマ 鋼橋上部工事
「鋼橋付属物の製作・設置時における、ＩＣＴ等を活用した省人化・省力化手法」

鋼橋上部工事において、排水装置や検査路等の鋼橋付属物の製作・設置にあたっては、鋼橋本体とは別
の設計図面・モデルを用いて、かつベテラン技術者の経験値に頼って、構造全体の取り合い確認・調整（橋梁
本体と付属物の干渉チェック等の作業）を行っており、更なる省人化・省力化が求められている。

画像解析、モデリング、設備・作業者のモニタリングなどＩＣＴ等の情報処理技術を用いることにより人や設備
を効率化することで、作業が省略される。

効果

現状

排水装置や検査路等の鋼橋付属物の製作もしくは
設置時に用いる、ＩＣＴ等を利用した省人化・省力化
手法について、技術を公募

本体と付属物との干渉確認（イメージ）

最新技術の導入イメージ

求める
最新技術

干渉確認箇所（イメージ）



令和２年度新技術導入促進Ⅱ型テーマ PC工事
「ｗｅｂカメラや自動計測技術等を活用した立会検査の効率化手法」

現状

構造物の立会検査は、現場で監督職員を交えて複数の検測人員により、スケール等を用
いて行うため、現場への移動・検測および検査帳票作成に時間が掛かり、発注者、施工者
両方の負担となっているのが課題。

効果
求める
最新技術

Webカメラ等を用いた立会検査を行うことで、時間を有効
に使うことが可能となる働き方改革に資する技術を公募

webカメラや自動計測技術等を活用することで、立会検査に掛かる時間を短縮し、働き方
改革に向けた技術の開発・普及を促進

現状の検査イメージ

最新技術の導入イメージ現在の検査イメージ
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令和２年度新技術導入促進Ⅱ型テーマ 一般土木工事
「地盤改良工法（高圧噴射撹拌工法）の効率的な出来形確認手法」

現状

高圧噴射撹拌工法は、地中内でエアー・水・セメントミルクを噴射して地盤改良体を造成す
る工法であり、地山の硬軟によって引き上げ速度を変えて造成径を確保する。造成径の出来
形確認は従来、「造成硬化後のチェックボーリング」による事後確認で行われており、出来形
不足やコラムインコラムによる出来形不良に起因するトラブルが発生することがある。

地盤改良体の出来形確認方法は種々の工法が開発されているが、実用化しているものは
少なく、簡易にできる効率的な造成径確認技術が望まれるところである。

効果

求める
最新技術

電磁波レーダや音響探査などの計測技術を活用した
効率的な造成径確認手法を公募

出来形不良によるトラブルの防止、手戻りによる工程遅延の防止、適切な引き上げ速度を
設定することによる無駄なセメントミルクの噴射及び産廃の削減が可能となる。

最新技術の導入イメージ

高圧噴射撹拌工法概念図
（二重管工法・三重管工法の例）

改良径 改良径

高圧水と硬化材

チェックボーリング位置

改良体

改良体

従来手法：硬化後のチェックボーリング 新手法例：音響探査技術
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